
高山市民文化会館・高山市文
化伝承館では、高山市から示
された予防指針に従い、来館
者にはマスク着用（お持ちでな
い方には販売も対応）、手指の
消毒の徹底をお願いし、清掃
業務に伴い各部屋、階段の手
すりなどを適宜消毒していま
す。また、利用者同士の距離
を一定に保つようお願いするな
ど、安心して施設を利用でき
るよう努めています。
ぜひご利用ください。

安心して施設を
ご利用いただくために

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
で
、
様
々
な
催
し
が
延
期

や
中
止
に
な
る
な
ど
、
市
民
の
文

化
芸
術
活
動
に
も
大
き
な
影
響
が

出
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
高
山
市
で
は
、
市
民
の

皆
さ
ん
が
、
感
染
症
の
拡
大
防
止

に
配
慮
し
な
が
ら
も
、
文
化
芸
術

活
動
を
継
続
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
、
施
設
使
用
料
を
減
免
（
負
担

を
減
ら
す
こ
と
）
す
る
特
別
制
度

を
設
け
ま
し
た
。

　

児
童
生
徒
な
ど
の
活
動
に
つ
い

て
は
、
施
設
使
用
料
が
無
料
に
な

り
ま
す
。
ま
た
、
一
般
の
利
用
に

つ
い
て
は
、
来
場
者
を
一
部
の
関

係
者
に
限
定
し
な
い
場
合
、
半
額

に
な
り
ま
す
。

　

詳
し
い
要
件
な
ど
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

［
児
童
生
徒
な
ど
の
場
合
］

◇
対
象　

市
内
在
住
・
在
学
の
高

　

校
生
以
下
が
主
体
と
な
る
活

　

動
。
学
校
や
幼
稚
園
で
の
活
動

　

も
含
み
ま
す
。

◇
減
免
内
容　

練
習
利
用
及
び
展

　

示
会
・
発
表
会
費
用
の
全
額
。

　
（
冷
暖
房
料
及
び
ホ
ー
ル
設
備

　

利
用
料
も
含
む
）

［
一
般
の
場
合
］

◇
対
象　

市
内
在
住
・
在
籍
の
個

　

人
及
び
団
体
（
企
業
も
含
む
）

　

が
行
う
催
し
。
た
だ
し
、
不
特

　

定
多
数
が
来
場
す
る
催
し
に
限

　

り
ま
す
。

◇
減
免
内
容　

展
示
会
や
発
表
会

　

費
用
の
半
額
。（
冷
暖
房
料
及
び

　

ホ
ー
ル
設
備
利
用
料
も
含
む
）

［
公
民
館
登
録
団
体
の
場
合
］

◇
対
象　

公
民
館
利
用
登
録
さ
れ

　

た
団
体
が
行
う
催
し
。た
だ
し
、

　

不
特
定
多
数
が
来
場
す
る
催
し

　

に
限
り
ま
す
。

◇
減
免
内
容　

通
常
の
減
免
に

　

加
え
て
今
回
の
減
免
が
適
用

　

さ
れ
、
七
十
五
％
の
減
免
と
な

　

り
ま
す
。
た
だ
し
、
ホ
ー
ル

　

に
関
し
て
は
一
般
の
場
合
と

　

同
様
に
半
額
と
な
り
ま
す
。

［
注
意
事
項
］

◇
ホ
ー
ル
使
用
の
際
、
セ
ッ
ト
料

　

金
以
外
に
か
か
る
人
件
費
に
つ

　

い
て
は
、減
免
の
対
象
外
で
す
。

◇
利
用
を
キ
ャ
ン
セ
ル
し
た
場

　

合
、
減
免
前
の
料
金
で
キ
ャ
ン

　

セ
ル
料
が
か
か
り
ま
す
。

◇
商
業
宣
伝
及
び
料
金
徴
収
に
よ

　

り
料
金
加
算
が
発
生
す
る
場
合

　

は
、
加
算
後
の
額
に
対
し
て
減

　

免
し
ま
す
。

◇
減
免
を
受
け
る
た
め
に
は
、
事

　

前
に
減
免
申
請
を
行
う
必
要
が

　

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
既
に
申
請

　

済
み
の
催
し
の
場
合
は
、
減
免

　

申
請
を
行
う
こ
と
に
よ
り
既
納

　

付
額
の
還
付
を
受
け
る
こ
と
が

　

で
き
ま
す
。

◇
対
象
期
間
は
、
令
和
三
年
三
月

　

三
十
一
日
ま
で
で
す
。

　

お
問
合
せ
は
高
山
市
民
文
化

会
館
へ
。
℡
〇
五
七
七
‐
三
三
‐

八
三
三
三

使
用
料
減
免
に
つ
い
て

高
山
市
民
文
化
会
館
・
高
山
市
伝
承
館
の

               福田夕咲歌碑
「いわのなる沼の水乃面に白くもの
うつろうみればそぞろさびしき」　
西之一色町  文学散歩道
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高山市文化協会
高山市昭和町１丁目 高山市民文化会館内

文化情報番組「すばらしき文化の和」 ●HitsFM（76.5MHz）水曜AM9：30より放送中

「
岡
目
一
目
」

　

ド
イ
ツ
が
東
西
に
分
か
れ
、

ま
だ
ベ
ル
リ
ン
の
壁
が
あ
っ
た

頃
、
一
人
の
韓
国
人
が
昔
の

五
輪
会
場
を
訪
れ
た
。
昭
和

十
一
年
に
開
催
さ
れ
た
ベ
ル
リ

ン
五
輪
の
マ
ラ
ソ
ン
優
勝
者
・

孫ソ
ン
・
ギ
ジ
ョ
ン

基
禎
氏
。そ
の
時
、七
十
四
歳
。

　

ベ
ル
リ
ン
五
輪
は
、ナ
チ
ス
・

ド
イ
ツ
政
権
下
の
ヒ
ト
ラ
ー
の

宣
伝
の
場
で
あ
り
、
国
の
威
信

を
ギ
リ
シ
ャ
か
ら
の
聖
火
リ
レ

ー
と
い
う
形
で
示
し
た
。
マ
ラ

ソ
ン
の
優
勝
者
に
は
、
古
代
ギ

リ
シ
ャ
の
戦
士
の
兜
（
ヘ
ル
メ

ッ
ト
）
が
贈
ら
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
い
た
。

　

し
か
し
、
孫
氏
は
受
け
取
ら

な
か
っ
た
。
日
本
人
と
し
て
の

受
賞
を
拒
否
し
た
。
兜
は
宙
に

浮
き
、
保
存
さ
れ
た
。

　

そ
れ
か
ら
五
十
年
後
の
昭
和

六
十
一
年
八
月
十
七
日
、
孫
氏

は
兜
を
受
け
取
っ
た
。
当
時
は

東
西
冷
戦
下
で
、
米
ソ
が
ベ
ル

リ
ン
を
接
点
に
睨
み
合
っ
て
い

た
。

　

筆
者
は
、
孫
氏
に
会
い
に
ベ

ル
リ
ン
に
行
っ
た
。
彼
は
ス
ポ

ー
ツ
マ
ン
ら
し
く
快
活
で
、「
こ

の
兜
は
僕
だ
け
の
も
の
で
は
な

い
。
公
に
展
示
す
る
」
と
話
し

て
く
れ
た
。

　

い
ま
日
韓
は
戦
後
最
悪
の
関

係
に
あ
る
。
政
治
や
軍
事
の
前

に
、
日
韓
に
は
長
い
長
い
文
化

交
流
の
歴
史
が
あ
る
。

　

来
年
の
東
京
五
輪
は
ど
う
な

る
の
か
。
五
輪
の
歴
史
は
、
そ

の
時
そ
の
時
の
世
界
を
映
す
。

　
　
　
　
　
〈
ガ
ン
モ
ン
モ
筆
〉

高山市民文化会館

市民文化芸術鑑賞事業 ●主催　高山市・（一社）高山市文化協会　●お問い合わせ　（一社）高山市文化協会（tel.0577-34-6550）

新型コロナウイルス感染拡大防止のため、会場変更・席数減にて上演します。
体調不良の方は、来場をご遠慮ください。来場の際には、マスクの着用をお願いします。

全席自由 500円 1回券当日同料金

プレイガイド 高山市民文化会館

〔一般〕　　　　　　　 3，000円
〔メセナメイト会員〕　　　2，500円
〔ジュニア（18才以下）〕　　　500円

土12 19 午後2時開演/午後1時15分開場

高山市民文化会館 大ホール

チケット料金（税込） 全席指定 チケット発売

メセナメイト先行発売午前10時～
一般発売午後1時～

（ネット受付午後2時～）

10月17日（土）

プレイガイド
高山市民文化会館及びネット受付 　 　
http://www.takayama-bunka.org/forms/
　　　20201219togen.html  →

プレイガイド 高山市民文化会館、久々野公民館

現時点規制
420席程度

高山

〔一般〕　　　　　　　 3，000円
〔メセナメイト会員〕　　　2，500円
〔ジュニア（18才以下）〕　　　500円

金12 18 午後7時開演/午後6時15分開場

久々野公民館ホール

チケット料金（税込） 全席指定 チケット発売

一斉発売午前10時～
10月17日（土）

現時点規制
120席程度

久々野

※入場者多数の場合、入場制限を行う場合がございます。

月10 12
①午後2時～②午後7時～（開場各30分前）

高山市民文化会館 小ホール

グリーンブック

（C）2018 UNIVERSAL STUDIOS AND STORYTELLER DISTRIBUTION CO., LLC. All Rights Reserved.

土12 12
①午前10時～②午後2時～（開場各30分前）

日日是好日

（Ｃ）2018「日日是好日」製作委員会

にちにちこれこうじつ

英語音声・日本語字幕
上映時間130分

日本語音声・日本語字幕
上映時間100分

ワンコインシネマ
ワンコイン500円で

映画を楽しめます！

黒
人
ピ
ア
ニ
ス
ト
と
白
人
の
用
心
棒
兼
運
転
手
が
、黒
人
用
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク「
グ
リ
ー
ン
ブ
ッ
ク
」を
片
手
に
、人
種
差
別
の
残
る
ア
メ
リ
カ

南
部
を
巡
る
人
間
ド
ラ
マ
。

月11 9
①午後2時～②午後7時～（開場各30分前）

初恋  お父さん、
チビがいなくなりました

© 2019 西炯子・小学館／「父さん、チビがいなくなりました」製作委員会

日本語音声・日本語字幕
上映時間104分

そ
れ
は
、、初
め
て
お
互
い
の
気
持
ち
に
向
き
合
う
結
婚
五
十
年
目

の
夫
婦
に
起
こ
る
、猫
が
く
れ
た
優
し
い
奇
跡
。

季
節
の
様
に
生
き
る
。お
茶
の
魅
力
に
気
付
き
、お
茶
室
で
繰
り
広

げ
ら
れ
る
精
神
の
大
冒
険
。一
期
一
会
の
感
動
作
。

令和2年度

Ｕ字工事

春風亭昇也
古今亭菊志ん

Ｕ
字
工
事
参
上



一般の部
◆文 芸 祭 賞　木下喜代男（高山市三福寺町）
◆江夏美好賞　該当なし
◆高山市長賞
　　小　　説　団藤翔一（大垣市）
　　俳　　句　佐藤満知子（高山市初田町）
◆高山市議会議長賞
　　現 代 詩 　後藤　順（岐阜市）
　　短　　歌　横山清子（高山市千島町）
◆高山市教育長賞
　　短　　歌　谷口茂雄（高山市江名子町）
　　小　　説　山附純一（高山市国府町宇津江）
◆一般社団法人高山市文化協会長賞
　　短　　歌　稲泉真紀（高山市大洞町）
　　短　　歌　武藤久美（高山市七日町）
　　俳　　句　吉田紀美子（高山市丹生川町北方）
　　現 代 詩 　芝原　靖（高山市清見町三ツ谷）
　　現 代 詩 　山附純一（高山市国府町宇津江）
　　児童文学　平岡佐一郎（高山市塩屋町）

青少年の部
◆青 竜 大 賞　
　　短　　歌　玉腰大輝（吉城高校1年）
◆青　竜　賞
　　短　　歌　井上愛理（神岡高校3年）
　　短　　歌　森下明音（吉城高校3年）
　　短　　歌　岡田千佳（吉城高校1年）
　　俳　　句　稲垣圭伸（吉城高校3年）
　　俳　　句　岩　愛子（吉城高校3年）
　　俳　　句　門前凛音（斐太高校1年）

第44回 飛騨文芸祭入賞者決まる

本年度は、新年市民互礼会を開催しませんので、表彰式は
別途行います。詳細については、関係者にご案内します。 

　

祖
父
は
九
十
歳
を
過
ぎ
て
も
、

毎
日
山
の
よ
う
に
積
み
上
げ
ら
れ

た
資
料
に
埋
も
れ
た
稽
古
場
で
、

太
棹
三
味
線
を
抱
え
て
黙
々
と
譜

起
こ
し
に
精
を
出
し
て
い
ま
し

た
。
譜
起
こ
し
と
は
、
ま
だ
譜
面

に
な
っ
て
い
な
い
曲
を
譜
面
に
残

す
作
業
の
こ
と
を
言
い
ま
す
が
、

若
い
頃
に
耳
に
し
た
民
謡
や
自
身

が
作
曲
し
た
浪
曲
を
後
世
に
残
そ

（
一
社
）高
山
市
文
化
協
会
加
盟
団
体

文
化
協
会
後
援
催
事
案
内

（順不同）

　

菊
花
展
は
、
秋
の
風
物
詩
と
し

て
長
ら
く
市
民
に
愛
さ
れ
て
き
ま

し
た
が
、
諸
事
情
に
よ
り
数
年
前

か
ら
開
催
が
で
き
な
く
な
っ
て
い

ま
し
た
。
そ
こ
で
、
高
山
市
文
化

協
会
・
櫻
山
八
幡
宮
な
ど
関
係
団

体
の
支
援
の
も
と
、「
た
か
や
ま

菊
花
会
」
を
設
立
し
、
高
山
の
伝

統
文
化
で
あ
る
こ
の
催
し
を
昨
年

よ
り
再
開
し
ま
し
た
。

　

本
年
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
初

心
者
講
座
を
開
設
す
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
昨
年
受
講

さ
れ
た
皆
様
と
、
か
ね
て
か
ら
菊

花
展
を
参
加
さ
れ
て
い
た
方
々
の

作
品
を
集
め
、
櫻
山
八
幡
宮
と
高

山
市
民
文
化
会
館
に
お
い
て
展
示

し
ま
す
。

　

秋
の
佳
き
日
、
大
輪
の
花
を
咲

か
せ
る
菊
の
花
を
、
ぜ
ひ
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　

本
年
三
月
に

開
催
を
予
定
し

て
い
た
「
湯
山

昭
コ
ン
サ
ー

ト
」
を
、
令

和
三
年
二
月

二
十
七
日
に
延

期
し
て
開
催
す

る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

し
か
し
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大

防
止
対
策
と
し

て
県
が
独
自

◇
会
場
・
期
間

　［
桜
山
八
幡
宮
］

　

十
月
二
十
四
日
（
土
）
～
十
一

　

月
八
日
（
日
）

　［
文
化
会
館
］

　

十
一
月
九
日
（
月
）
～
十
五

     日
（
日
）

◇
観
覧
無
料

初代坪内喜智老栄と三味線
三代目坪内喜智琅栄

う
と
筆
を
走
ら
せ
て
い
ま
し
た
。

本
人
曰
く
、

「
全
部
譜
面
に
な
っ
た
時
は

百
五
十
歳
や
な
」

　

民
謡
三
味
線
流
派
「
坪
内
流
」

の
初
代
家
元
坪
内
喜
智
老
栄
（
き

ち
ろ
う
え
い
）、
本
名
坪
内
吉
郎

は
、
大
正
七
年
に
三
福
寺
町
の
農

家
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
ま
し

た
。
斐
太
実
業
学
校
を
卒
業
し
、

75

新春を寿ぐ恒例行事「飾り物展」の作品を募集します。
新年の祝賀にふさわしい題材の作品をお待ちしています。
◇テーマ　干支「丑」又は歌会始お題「実」　　　　　　　　　　
　  　　　※題に「実」の字が入る、又は「実」を表すもの。読みの音
　　　　　訓は問いません。
◇資格　　市内の町内会、同好会、各種団体、市内在住の個人
◇規格　　概ね100センチ×90センチに収まること
◇応募　　応募用紙に必要事項を記入の上、12/25（金）までに郵送、
　　　　　ＦＡＸ、持参。ＨＰからの応募も可。
　　　　　応募用紙は、文化会館窓口にて配布
［飾り物展日程］
◇日時　　令和3年1月15日（金）～17日（日）
　　　　   午前9時～午後5時（最終日は午後4時まで）
◇会場　　文化会館3階講堂

　　　　ヤングチャレンジ部門　
高校生以下を対象とし、身近な道具で作る、若い感性あふれる飾り物を
募集します。※「ヤングチャレンジ部門」と明記してください。

作品募集 ※12/25㈮締切

三味線大会の大合奏（昭和54年）

初代喜智老栄（昭和41年）

一本線譜

農
家
と
し
て
生
活
を
す

る
中
、
酒
席
で
三
味
線

に
出
会
い
、
す
ぐ
に
そ

の
音
色
と
弾
く
様
の
虜

に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

そ
の
後
、
日
中
戦
争
の

た
め
満
州
に
出
兵
し
ま

し
た
が
、
片
時
も
三
味

線
の
こ
と
を
忘
れ
る
こ

と
は
無
か
っ
た
と
言
い

ま
す
。
復
員
後
す
ぐ
に
「
米
俵
一

俵
」
で
三
味
線
を
買
い
、
四
六
時

中
三
味
線
を
弾
い
て
い
ま
し
た
。

　

あ
る
日
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
の
の

ど
自
慢
大
会
が
あ
り
、
町
内
の
方

の
三
味
線
伴
奏
と
し
て
出
場
し
ま

し
た
。
カ
ネ
は
一
つ
で
し
た
が
、

そ
れ
を
き
っ
か
け
に
三
味
線
の
修

行
に
出
か
け
る
こ
と
を
勝
手
に
決

め
、妻
と
息
子
に
農
業
を
任
せ（
押

し
つ
け
）
三
味
線
と
大
き
く
重
い

テ
ー
プ
レ
コ
ー
ダ
ー
を
背
負
っ
て

汽
車
に
乗
り
、
東
京
の
津
軽
三
味

線
の
祖
、
木
田
林
松
栄
先
生
に
弟

子
入
り
す
る
な
ど
、
全
国
の
津
軽

三
味
線
の
師
匠
に
手
ほ
ど
き
を
受

け
に
飛
ん
で
行
き
ま
し
た
。
残
さ

れ
た
家
族
は
本
当
に
苦
労
し
た
そ

う
で
す
。

　

四
十
八
歳
に
な
っ
た
昭
和

四
十
一
年
、
木
田
先
生
か
ら
坪
内

林
松
栄
の
名
を
授
か
り
、
指
導
者

と
し
て
帰
郷
し
た
後
は
飛
騨
で
初

め
て
の
津
軽
三
味
線
の
教
室
を
開

く
だ
け
で
な
く
、
長
女
の
光
子
を

連
れ
て
汽
車
で
岐
阜
市
や
美
濃
加

茂
市
な
ど
県
内
各
地
へ
赴
き
、
三

味
線
の
伝
承
に
努
め
ま
し
た
。

　

昭
和
四
十
五
年
、
民
謡
会
派

「
坪
内
流
」
を
旗
揚
げ
。
初
代
家

元
と
な
り
名
も
坪
内
喜
智
老
栄
と

し
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
の
三
味
線

指
導
は
師
匠
の
演
奏
を
目
で
見
て

た
か
や
ま
菊
花
展

令
和
二
年

10/24㈯
▼

11/15㈰

令和3年 新春飾り物展

真
似
る
事
が
主
流
の
中
で
、
坪
内

流
は
正
確
に
多
く
の
人
が
演
奏
で

き
る
よ
う
に
譜
面
に
残
す
こ
と
を

推
奨
し
ま
し
た
。
自
身
も
「
一
本

線
譜
」
を
考
案
し
、
稽
古
し
た
後

も
自
分
で
効
率
的
に
稽
古
が
で
き

る
よ
う
、
津
軽
三
味
線
、
飛
騨
の

に
制
定
し
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
よ

り
、
入
場
者
数
が
制
限
さ
れ
る
た

め
、
次
の
要
領
で
席
の
振
り
替
え

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

チ
ケ
ッ
ト
発
売
（
十
二
月
十
九

日
）
に
先
立
ち
、
三
月
に
予
定
さ

れ
て
い
た
公
演
の
チ
ケ
ッ
ト
を
お

持
ち
の
方
は
、
十
二
月
五
日
か
ら

優
先
的
に
席
の
振
り
替
え
（
交
換
）

を
行
い
ま
す
。

　

十
二
月
五
日
・
六
日
に
限
り
、

今
お
持
ち
の
チ
ケ
ッ
ト
に
近
い
座

席
に
座
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

エ
リ
ア
分
け
し
た
範
囲
内
で
席
を

選
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
れ
以

降
は
、
残
っ
た
席
か
ら
自
由
に
席

を
選
ん
で
い
た
だ
き
ま
す
。

　

十
二
月
十
九
日
か
ら
発
売
す
る

チ
ケ
ッ
ト
は
、
振
り
替
え
後
に

残
っ
た
席
の
中
か
ら
選
ん
で
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
チ
ケ
ッ

ト
発
売
開
始
以
降
で
も
、
振
り
替

え
は
可
能
で
す
。

　

な
お
、
チ
ケ
ッ
ト
を
紛
失
さ
れ

た
場
合
は
、
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ

ん
が
再
度
の
購
入
を
お
願
い
し
ま

す
。
ま
た
、
チ
ケ
ッ
ト
の
キ
ャ
ン

セ
ル
に
つ
い
て
は
、
随
時
受
け
付

け
て
全
額
を
返
金
し
ま
す
。

［
公
演
内
容
］

◇
日
時　

令
和
三
年
二
月

　

二
十
七
日
（
土
）
午
後
二
時
開

　

演
◇
会
場　

文
化
会
館
・
大
ホ
ー
ル

◇
料
金
　
Ｓ
席
一
般
三
千

　

五
百
円
／
メ
セ
ナ
メ
イ
ト
会

　

員
三
千
円

　

Ａ
席　

一
般
二
千
五
百
円
／

　

メ
セ
ナ
メ
イ
ト
会
員
二
千
円

※
ジ
ュ
ニ
ア
（
十
八
才
以
下
）
は
、

　

Ｓ
席
Ａ
席
共
に
五
百
円

［
チ
ケ
ッ
ト
振
り
替
え
開
始
］

◇
十
二
月
五
日
（
土
）
午
前
十
時

［
チ
ケ
ッ
ト
発
売
開
始
］

◇
十
二
月
十
九
日
（
土
）
午
前
十

　

時 

「
フ
ェ
リ
ー
チ
ェ
の
ク
リ
ス
マ
ス

コ
ン
サ
ー
ト 

Vol.‌

30
」

◇
日
程　

十
二
月
二
十
日
（
日
）

　

夜
◇
会
場　

文
化
会
館
三
階
講
堂

◇
入
場
無
料

民
謡
、
全
国
各
地
の
民
謡
、
そ
し

て
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
を
次
々
と
発
表

し
、
門
下
を
増
や
し
て
い
き
ま
し

た
。
昭
和
四
十
七
年
に
は
飛
騨
体

育
館
に
て
第
一
回
の
坪
内
流
三
味

線
大
会
（
現
芸
能
大
会
）
を
開
催

し
ま
し
た
。
時
代
も
民
謡
ブ
ー
ム

が
追
い
風
と
な
り
、
門
下
が
四
百

名
を
超
す
時
も
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
市
内
の
民
謡
団
体
に

声
を
掛
け
、
現
在
も
続
く
高
山
民

謡
連
合
会
を
結
成
し
定
期
的
な
発

表
会
を
開
催
し
た
り
、
様
々
な
楽

器
や
ジ
ャ
ン
ル
を
取
り
入
れ
、
お

客
さ
ま
を
楽
し
ま
せ
る
催
し
を
数

家族写真（昭和32年頃）

高山市文化協会の恒例行事とし
て開催し、毎年多くの方に参加い
ただいている新年市民互礼会は、
昨今の新型コロナウイルス感染症
の広がりに鑑みて、今年度の開催
を中止することといたしました。
同時に開催する高山市文化功労
者顕彰の授与式および、飛騨文
芸祭入賞者の表彰式については、
別途開催することとしました。詳
細については、関係者にご案内
します。

新年市民互礼会の
中止について

湯山昭コンサート開催日程決定
2/27土 チケットの取り扱いについてのお知らせ

多
く
開
催
す
る
な
ど
活
躍
し
て
い

き
ま
し
た
。

　

平
成
三
年
、
私
の
父
で
あ
る
長

男
に
家
元
を
譲
り
、
宗
家
と
名
乗

る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
も
毎
日
三

味
線
を
傍
ら
に
創
作
活
動
や
保
存

活
動
を
続
け
、
平
成
十
五
年
に
は

地
域
民
謡
の
研
鑽
が
認
め
ら
れ
、

岐
阜
県
文
化
功
労
顕
彰
を
受
賞
し

ま
し
た
。

　

晩
年
は
こ
れ
ま
で
任
せ
き
り
だ

っ
た
山
や
畑
仕
事
に
も
携
わ
る
よ

う
に
な
り
、家
に
帰
れ
ば「
百
五
十

歳
」
ま
で
か
か
る
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク

を
こ
な
し
て
い
ま
し
た
。
平
成

二
十
八
年
に
九
十
九
年
の
生
涯
を

終
え
る
ま
で
、
多
く
の
人
に
支
え

ら
れ
な
が
ら
実
に
幸
せ
で
有
意
義

な
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
た
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

10 25 日
入場無料

要入場整理券（開場1時間前より配布）

会員1名につきジュニア（18才以下）2名同伴可
メセナメイト会員証を提示ください

高山市民文化会館 小ホール

メセナメイトシアター 会員限定無料上映会

今日も嫌がらせ弁当 不器用な母親の実話に基づく感動の物語 神田伯山
独演会

チケットは、おかげさまで完売いたしました チケット残り僅か

完売御礼

①午後2時～②午後7時～（開場各30分前）

日本語音声・日本語字幕
上映時間106分

三遊亭円楽爆笑寄席

※未就学児入場不可

〔一般〕　　　　　　　 3，000円
〔メセナメイト会員〕　　　2，500円
〔ジュニア（18才以下）〕　　　500円

日11 15 午後2時開演/午後1時15分開場

高山市民文化会館 大ホール

チケット料金（税込） プレイガイド全席指定

高山市民文化会館及びネット受付 　 　
http://www.takayama-bunka.org/
　　　forms/20201115bakusyo.html 


